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研究成果の概要（和文）：本研究は、途上国における教育開発プロジェクトがどのようにして授業の質や生徒の学習の
質の向上に結び付くかという理論的枠組みとその実証分析の方法を提案することを目的としている。従来のインパクト
評価の実施方法を確認し、その課題を明らかにした上で、授業の質を評価するための定量的・定性的な分析方法を検討
した。この研究成果は国際協力機構（JICA）がエチオピアで実施している教員研修プロジェクトの評価分析ツールに反
映される予定である。今後はエチオピアのプロジェクト評価の結果を論文にまとめるとともに、将来的には本研究成果
が他の教育開発プロジェクト評価の手法にも活用されることが期待される。

研究成果の概要（英文）：This research aims to propose a theoretical framework and methodologies to 
analyze how an educational development program can improve the quality of lesson and student learning. We 
identified challenges in evaluations of educational development programs, and developed quantitative and 
qualitative methodologies to analyze the quality of lessons. These methodologies will be reflected in 
evaluation tools of JICA (Japan International Cooperation Agency)’s teacher training program in 
Ethiopia. The result of this evaluation is expected to be published, and to be utilized for evaluations 
of other educational development programs in the future.

研究分野： 教育経済学
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１．研究開始当初の背景 
近年の開発援助において、インパクト評価

と呼ばれる評価手法が注目を集めている。イ

ンパクト評価とは、開発政策・プロジェクト

を実施した結果、開発の現場にどのような影

響をもたらしたかという因果関係を統計

学・計量経済学の手法を用いて厳密に分析す

る評価手法である。インパクト評価の一手法

である無作為化比較試験を用いた研究は、近

年の開発経済学で特に注目を集めており、経

済学の主要な学術誌で数多くの研究成果が

発表されている。教育開発分野のインパクト

評価も数多く実施され、そこで得られた教訓

を途上国政府及び開発援助機関の教育政策

やプロジェクトにフィードバックするため

の体系化も行われている。 
世界銀行、イギリス国際開発省（DFID）、

国際協力機構（JICA）などの援助機関も、そ

れぞれの教育開発戦略の中でインパクト評

価を重視する方針を明記している。JICA では

インパクト評価の取り組みが始まったばか

りだが、今後はインパクト評価の件数が増え

ていくことが予想される。 
これまでに発表されている教育開発のイ

ンパクト評価の多くは、自律型学校運営

（School Based Management: SBM）、補助金・

教科書の供与など学校への追加的インプッ

ト、教員のモニタリング、補習授業を対象と

したものが多い。介入により得られるアウト

カムの指標としては、学力試験、就学率、生

徒の出席率、教員の出勤率が主に用いられて

いる。 
しかし、これらの評価の多くは、教室の中

で教員がどのような方法で指導しているの

か、生徒は授業にどのように参加しているの

かといった授業の質について十分な評価を

行っているわけではない。特に JICA が数多

く実施している教員研修プロジェクトは、生

徒中心型の教授法を導入し、生徒の考える力

を向上させることを目的としているため、従

来のインパクト評価の方法ではその成果を

適切に分析することは容易でない。 
今後、教育分野でのインパクト評価が増え、

その結果が途上国や開発援助機関の教育政

策のあり方に影響を与えていくことは不可

避である。開発援助機関は成果（results）が

出るプロジェクトを選好するため、従来のイ

ンパクト評価だけでは授業の質が十分に考

慮されず、成果を分析しやすいプロジェクト

ばかりが重視されることが懸念される。 
このため、授業の質のように本質的な変化

を分析できる評価手法を開発し、教育開発プ

ロジェクトのインパクト評価に導入してい

くことが重要な課題となっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、途上国の教育開発分野に

おけるインパクト評価の課題を明らかにし、

その課題を踏まえ評価方法の理論的枠組み

と実証分析の具体的な方法を提示すること

である。 
 インパクト評価のような定量的評価では、

短期間に大量のデータを収集する必要があ

るため、生徒や教員の変化を詳細に分析する

ことは容易でない。本研究では、このような

定量的評価の制約を踏まえ、インパクト評価

で何がどこまで評価できるのかを検討する

とともに、インパクト評価で計測が容易でな

い変化についても質的手法により評価する

方法を検討する。 
 本研究により提案される評価方法論が実

際の政策・プロジェクト評価において活用さ

れることにより、教育開発に関する研究・評

価手法に重要な貢献をすることが期待され

る。 
 
３．研究の方法 
（１）教育開発評価の課題分析  
主に経済学者や開発援助機関が実施した

教育開発政策及びプロジェクトのインパク

ト評価の論文を確認し、そこで用いられてい

る評価方法の課題を分析した。 
 
（２）JICA 教育プロジェクトの評価方法の分

析 
JICA の教育開発プロジェクトの評価報告

書やモニタリング等の活動のために使って

いる評価ツール（調査票、授業観察、試験問

題等）を分析し、インパクト評価や定性的な

研究に応用が可能かどうか検討した。 
 

（３）授業分析の方法の検討 



エチオピアで実施された教員研修プロジ

ェクトを対象として、インパクト評価で活用

可能な授業分析の方法を検討した。また、教

員研修を受講した教員の授業と、教員研修を

受講していない教員の授業をビデオに撮影

し、それをテープ起こしした上で、どのよう

な方法で分析ができるか検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１）教育開発のインパクト評価の課題 
これまでに実施されたインパクト評価の

課題を検討した。例えば以下のような課題が

あげられる。 
・インパクト評価で用いられている生徒の学

力試験の多くは、基礎的な読み書き・算数な

ど短期間で成果の出る問題が多く、生徒の理

解・考える力を対象としたものはない。また、

学力試験がどのような意図で作成されたの

かが明らかでない場合が多い。 
・多くの評価では評価期間が 1‐3 年と短く、

政策の実施から生徒の学力向上までに時間

がかかる可能性を考慮していない。 
・授業観察を行った研究もあるが、その数は

少なく、教員の教授法や生徒の関心・意欲を

表面的にしか見ていない場合が多い。 
 
（２）教育開発評価の枠組みの検討 
教育開発プロジェクトがどのような経路

で授業の質の向上、生徒の学習の質の向上、

学力の向上に結び付くかという変化の理論

（Theory of Change）や、授業の質や生徒の学

習の質の向上に影響を与える他の要因（教員

の意欲・能力、学校のマネジメント、教材、

親の支援等）を検討し、その分析のためにど

のようなデータをどのようなタイミングで

収集すべきかという評価の枠組みを検討し

た。 
 
（３）授業の質に関する定量的な分析方法の

検討 
 授業の質を定量的に分析するため、調査員

による授業観察の方法を検討した。具体的に

は、教員が作成する授業案の内容、生徒に対

する質問の仕方、生徒の発言に対する教員の

対応、教材の活用方法、板書の方法、概念の

説明方法、生徒の参加度合いなどを調査員が

採点し、集計する方法を開発した。インパク

ト評価を行うためには、短期間である程度の

サンプルを対象とした調査が必要となるた

め、調査員を数多く雇用し、研修を実施する

必要がある。調査員が調査の方法を理解し、

統一した基準で調査を行うためには、簡易な

方法が求められる。こうした点も考慮して授

業観察の方法を検討した。 
 
（４）授業分析の定性的な分析方法 
 上記のとおりインパクト評価では簡易な

授業観察をせざるを得ないため、平均的な傾

向はわかるが、それぞれの教室の中で何が起

こっているのかを理解することは難しい。こ

うした定量的評価の制約を補完するために、

授業をビデオカメラで撮影し、テープ起こし

したトランスクリプトを用いて、授業の質を

分析する方法を検討した。具体的には、授業

の雰囲気（climate）の分析を試みたフランダ

ースの研究方法を参考に、教師の発言や生徒

の発言を詳細に分析するための枠組みを検

討した。 
 
上記で開発した定量的・定性的な授業の分

析方法は、JICA がエチオピアで実施している

教員研修の評価で実際に活用される予定で

ある。 
本研究は 1 年弱という短い期間で実施され

たため、研究期間内に十分な発表を行うこと

ができなかったが、今後、これらの評価結果

を論文にまとめ、学会や国際会議で発表する

予定である。将来的には本研究成果が他の教

育開発プロジェクト評価の手法にも活用さ

れることが期待される。 
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